
Vol:27
第27号20065 May

● 図書だより・こちら110番…12
● この人・御嶽展望……………13
● 暮らしの情報あれこれ………14～17

● こんにちは市長です…………18
● 人の動き………………………19
● わたしたちのまちづくり……20

● 全国植樹祭開催迫る……………２～３

● 下呂市消防団が発足……………４～５

● 下呂市ニュース…………………６～９

● ほっトピックス…………………10～11

　宮田保育園の園児たちが４月12日、全国植樹祭の
メイン会場である、萩原町四美の南飛騨健康増進セ
ンターを見学。開催をあとひと月あまりに控えた会
場で、木製モニュメントとともに記念撮影をしました。

植樹祭、みんなで歓迎します !

開催迫る！
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第57回全国植樹祭迫る

準備が進む植樹祭会場（萩原町四美）

５
月
21
日
に
萩
原
町
四
美
を
主
会
場
に
開
か
れ
る
、

「
第
57
回
全
国
植
樹
祭
」
の
開
催
ま
で
、
い
よ
い
よ

残
り
ひ
と
月
を
切
り
ま
し
た
。

全
国
植
樹
祭
の
主
会
場
と
な
る
萩
原

町
四
美
の
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
は
、
本
番
に
向
け
て
着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
萩
原
南
中
と
萩
原
北
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
生
徒
が
司
会
を

務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
萩
原
、
宮
田
、
尾
崎
、

小
坂
、
湯
屋
、
総
島
、
中
切
の
各
小
学

校
の
児
童
は
「
森
の
少
年
団
」
と
し
て
、

萩
原
南
、
下
呂
、
竹
原
、
金
山
の
各
中

学
校
、
益
田
清
風
、
斐
太
、
高
山
西
の

各
高
校
の
吹
奏
楽
部
や
萩
原
南
中
の
合

唱
隊
な
ど
は
音
楽
隊
と
し
て
、
市
内
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
萩
原
北
中
生
徒
、

尾
崎
小
児
童
が
式
典
の
介
添
え
と
し
て

参
加
。
５
月
21
日
の
本
番
に
向
け
、
そ

れ
ぞ
れ
入
念
な
リ
ハ
ー
サ
ル
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
式
典
に
参
加
す
る
児
童
・
生

徒
に
は
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
が
配
ら
れ
、
そ
れ
を
使
っ
た
合

奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う　

未
来
へ
つ
な
げ　

森
の
め
ぐ
み
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
開
か

れ
る
式
典
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に

よ
る
お
手
植
え
や
お
手
播
（
ま
）
き
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
緑
化
運
動
等
に
功
績
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第57回全国植樹祭迫る

植樹祭での演奏に向け、熱のこもった練習（益田清風高）

歓迎ムードを盛り上げようと飾られた特製タペストリー

●植樹祭についてのお問合せ先
　岐阜県庁内　全国植樹祭推進事務局
 　　　　☎058-272-1111（内線 3026）

　下呂市役所植樹祭推進室 ☎ 52-2000

（１）記念植樹
（２）式典　10:00 ～ 12:00
　　○プロローグ
　　　・記念切手の贈呈
　　○記念式典
　　　・表彰
　　　・お手植え、お手播き
　　　・式典アトラクション
　　○エピローグ
（３）その他
　　○森林・林業関係展示

の
あ
っ
た
方
へ
の
表
彰
、応
募
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
県
内
の
１
０
０
人
の
親
子
に

よ
る
記
念
植
樹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
式
典
の
総
合
司
会
は
女
優
の
竹
下

景
子
さ
ん
が
務
め
る
ほ
か
、
午
前
10
時

45
分
か
ら
11
時
40
分
ま
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合（
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
と
も
）
で

全
国
に
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

植
樹
祭
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
使

わ
れ
る
の
は
、
昭
和
30
年
に
制
定
さ
れ

た
、「
岐
阜
県
民
の
歌
」。

ア
カ
ペ
ラ
や
大
合
奏
な
ど
、
式
典
中

は
何
度
も
こ
の
曲
が
流
れ
ま
す
。「
岐

阜
は
木
の
国
、
山
の
国
」
の
フ
レ
ー
ズ

が
、
会
場
に
響
き
渡
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

植
樹
祭
は
、
主
会
場
だ
け
で
参
加
者

や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
関
係
者
を
含
め
て

８
千
５
百
人
が
参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
、
西
濃
、

中
濃
、
東
濃
の
各
地
域
に
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
が
設
け
ら
れ
、
岐
阜
県
全
体
で
森

へ
の
感
謝
、
森
づ
く
り
へ
の
思
い
を
全

国
に
発
信
し
ま
す
。

な
お
、
植
樹
祭
当
日
は
全
国
各
地
か

ら
の
来
賓
の
方
々
を
始
め
、
県
内
か
ら

の
多
数
の
参
加
者
、
報
道
関
係
者
な
ど

が
下
呂
市
を
訪
れ
る
た
め
、
道
路
や
交

通
機
関
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市

民
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
開
催
の
１
週
間
後
と
な

る
５
月
28
日
、
同
じ
会
場
で
「
第
57
回

下
呂
市
み
ど
り
の
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。「

あ
り
が
と
う
全
国
植
樹
祭　

未
来

へ
つ
な
げ　

森
の
め
ぐ
み
」
を
大
会

テ
ー
マ
に
、
全
国
植
樹
祭
の
模
様
を
振

り
返
り
、
一
般
市
民
に
よ
る
植
樹
な
ど

が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
地
域
芸
能
を
披
露

す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
ツ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
や
木
工
教
室
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
バ
ザ
ー
や
各
種
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

全
国
植
樹
祭
の
開
催
趣
旨
を
市
民
の

皆
様
に
も
広
く
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
楽
し
い
催
し
を
計
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
57
回
下
呂
市
み
ど
り
の
祭

　

日
時
・
５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

場
所
・
萩
原
町
四
美

　
　
　
　

全
国
植
樹
祭
会
場
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下呂市消防団が発足

　

４
月
１
日
よ
り
、
旧
５
町
村

の
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ

て
い
た
消
防
団
が
、「
下
呂
市

消
防
団
」
と
し
て
１
団
に
統
合

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

３
月
17
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
「
下
呂
市
消
防
団
発

団
式
」
が
開
か
れ
、
約
50
名
の

消
防
幹
部
が
整
列
す
る
中
、
初

代
団
長
に
任
命
さ
れ
た
中
島
鐘

義
さ
ん
に
、
市
長
か
ら
任
命
書

の
ほ
か
、
新
し
い
団
旗
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
団
長
は
席
上
、「
近
年

災
害
は
多
種
多
様
化
し
、
大
規

模
災
害
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
有
事
に
際
し
て
の
指

揮
系
統
の
一
本
化
を
図
り
、
人

的
な
機
動
力
の
増
強
を
図
る
た

め
、
一
団
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
団
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
訓
練
を
積
み
、
市
民

や
観
光
客
の
生
命
・
財
産
を
守

り
た
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

統
合
さ
れ
た
下
呂
市
消
防
団

は
、
旧
５
町
村
ご
と
に
方
面
隊

が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
方
面

隊
長(

副
団
長
階
級)

が
隊
を
統

括
し
ま
す
。

　

３
月
中
旬
か
ら
４
月
上
旬
に

か
け
て
は
、
方
面
隊
ご
と
で
入
団

式
ま
た
は
入
退
団
式
が
行
わ
れ
、

計
65
名
の
新
入
団
員
が
、
入
団

の
辞
令
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

各
団
の
３
月
末
で
の
退
団
者
、

な
ら
び
に
４
月
か
ら
の
新
入
団

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

●
退
団
者
（
１
０
５
名
）

【 

萩 

原 

】

大
前
均(

団
長)

、
青
木
和
夫
、

小
林
成
次
、
倉
地
正
伸
、
熊
崎

嘉
文
、
都
竹
卓
、
大
附
真
也
、
松

井
秀
和
、
奥
田
文
久
、
土
野
光
昭
、

田
中
茂
之
、
熊
崎
俊
彦
、
井
戸
忍
、

堀
達
也
、
佐
古
正
彦
、
裁
行
晴
、

奥
田
崇
紀
、
成
瀬
憲
、
今
瀬
進
、

天
野
寛
、
松
井
順
一 

、
井
戸
勇
太
、

千
田
良
典
、
二
村
啓
之
、
岸
田

貢
司
、
奥
田
博
己

【 

小 

坂 

】

上
野
耕
正(

団
長)

、
田
中
副

武
、
水
野
誠
、
山
中
昌
弘
、
上

田
克
巳
、
大
森
清
雄
、
石
原
郁
夫
、

岡
田
吉
弘
、
光
賀
和
彦
、
住
智
治
、

鍛
地
修
、
岩
佐
太
、
山
下
芳
彦
、

村
山
慎
太
郎

【 

下 

呂 

】

細
江
文
彦
、
細
江
明
弘
、
田
口

和
弘
、
熊
崎
勉
、
簑
島
毅
、
前

田
良
司
、
二
村
誠
、
斎
藤
浩
二
、

小
澤
和
博
、
熊
倉
誠
、
青
木
幹
根
、

細
江
清
正
、
田
口
知
幸
、
桂
川

浩
明
、
矢
嶋
裕
史
、
細
江
一
幸
、

今
井
龍
治
、
北
一
成
、
武
川
龍
雄
、

斎
藤
直
志
、
大
前
章
、
二
村
康
臣
、

曽
我
保
志
、
細
江
慎
二
、
河
村
敏

行
、
今
井
政
文
、
二
村
敦
、
田

口
信
之
、
田
口
信
幸
、
田
口
辰
広
、

山
下
淳
、
中
川
宗
大
、
丹
羽
保
彦
、

曽
我
正
、
吉
本
弘
道
、
田
上
弘
樹
、

渡
辺
光
、
打
保
健
一
、
田
口
紀
之
、

田
口
友
大
、
熊
沢
一
也

【 

金 

山 

】

河
尻
直
樹
、
中
島
豊
成
、

星
谷
金
巳
、
矢
島
三
八

夫
、
中
島
昭
幸
、
粥
川

浩
和
、
小
林
啓
祐
、
河

尻
哲
也
、
佐
伯
貴
敏
、

星
谷
隆
太
郎
、
中
島
勝
、

中
野
大
輔
、
矢
島
文
彦
、

伊
藤
光
輝
、
武
藤
邦
弘

【 

馬 

瀬 

】

野
村
勝
良(

団
長)

、

石
神
伝(

副
団
長)

、

稲
葉
斎
、
藤
森
充
、
二

村
賀
睦
、
小
池
利
成
、

佐
藤
和
貴
、
瀬
口
慎
一

市内の５消防団が統合　市内の５消防団が統合　

下呂市 下呂市 
消防団消防団
発足発足

発団式で新団旗を受ける中島団長

退団辞令を受ける上野小坂消防団長（３／２６小坂消防入退団式）
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下呂市消防団が発足

●
入
団
者 (

65
名)

【 

萩 

原 

】

田
堀
政
和
、
青
木
将
也
、
青
木
章

博
、
中
丸
公
博
、
青
木
友
明
、
中

沢
弘
樹
、
井
戸
健
二
、
井
戸
雅
仁
、

今
井
真
治
、
今
井
幹
雄
、
日
下

部
友
也
、
小
池
昌
平
、
鈴
木
元
征
、

田
中
慎
也
、
富
永
岳
倫
、
山
本
大

介
、
大
前
太
史
、
小
池
強
之
、
熊

崎
陽
介
、
桂
川
忠
士
、
今
井
政
貴
、

熊
崎
健
太
朗
、
岩
口
健
太

【 

小 

坂 

】

橘
享
平
、
森
腰
将
也
、
湯
山
滋

【 

下 

呂 

】

武
川
晴
信
、
中
村
龍
也
、
二
村
宏

樹
、
古
田
弥
、
今
井
一
弥
、
山

口
和
也
、
今
井
慎
也
、
森
田
智
弘
、

堀
部
恵
超
、
田
尻
浩
明
、
進
藤
好

貴
、
中
島
豊
造
、
進
藤
隆
治
、
熊

崎
正
人
、
和
合
祐
作
、
中
島
延
洋
、

今
井
千
幸
、
田
口
大
介
、
細
江
雪

明
、
田
口
智
也
、
野
上
誠
吾
、
桂

川
修
二
、
鎌
倉
陽
介

【 

金 

山 

】

中
島
泰
宏
、
中
島
啓
、
加
藤
彰
伸
、

大
川
功
、
中
島
敏
貴
、
高
木
翔
太

郎
、
井
上
大
輔
、
森
本
亮
、
阿

部
明
通
、
田
口
博
敏
、
西
田
幸
廣
、

鎌
倉
吉
希
、
日
下
部
寿
人
、
加
藤

正
也
、
加
藤
晴
樹

【 

馬 

瀬 

】

日
野
修
文

下呂市消防操法大会下呂市消防操法大会
◎地区大会
 5 月 28 日 ( 日 )
  小坂方面隊
  ( 小坂ふれあいグラウンド )
  馬瀬方面隊
  ( 馬瀬憩いの広場 )

 6 月 4 日 ( 日 )
  萩原方面隊
  ( あさぎりスポーツ公園 )
  下呂方面隊
  ( 竹原小グラウンド )
  金山方面隊
  ( 金山市民グラウンド )

◎市大会
 6 月 18 日 ( 日 )
  ( 竹原小グラウンド )

下呂市消防団組織図
（数字は平成１８年４月１日現在）

団長
中島 鐘義

方面隊長
 佐藤 和彦

副方面隊長
 上田 利章
 野村 重隆

《基本データ》
団員数：１，２８２名
　　　　（うち、女性団員８名）
車両数：ポンプ車　２７台
　　　　積載車　　５３台
　　　　その他　　　６台

馬瀬方面隊

団員数：105名
車両数： 10台

方面隊長
 岩佐 鋭夫

副方面隊長
 星谷 朝彦
 竹腰 　修

金山方面隊

団員数：231名
車両数： 18台

方面隊長
 福澤 辰之

副方面隊長
 今井 彰良
 矢部 聖幸

下呂方面隊

団員数：387名
車両数： 23台

方面隊長
 細江 錬治

副方面隊長
 大森 章弘
 今井 　学

小坂方面隊

団員数：177名
車両数： 13台

方面隊長
 千田 時秀

副方面隊長
 小鳥 　豊
 日下部聖兒

萩原方面隊

団員数：382名
車両数： 22台
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下呂市ニュース

　

市
で
は
下
呂
市
花
木
選
定
委
員
会
（
大
前
武

憲
委
員
長
）
の
最
終
選
考
の
結
果
に
基
づ
き
、

市
の
花
と
木
を
そ
れ
ぞ
れ
「
岩
つ
つ
じ
」
と
「
も

み
じ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
下
呂
市
を
象
徴
す
る
花
と

木
の
候
補
を
１
月
に
各
10
点
選
び
、
２
月
に
広

報
紙
と
と
も
に
市
内
各
世
帯
に
意
向
調
査
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
７
１
０
通
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
の
花
で
は
、
市
内
を
流
れ
る
飛
騨
川
な
ど

の
急
峻
な
岩
場
に
見
ら
れ
、６
月
に
赤
み
が
か
っ

た
だ
い
だ
い
色
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
岩

つ
つ
じ
が

１
５
１
通

(

21
％)

。

市
の
木
で

は
、
初
夏
の
新
緑
や
秋
の
紅
葉
な
ど
四
季
を
通

じ
て
、
市
内
の
山
並
み
を
美
し
く
彩
る
も
み
じ

が
１
３
２
通(

18
％)

と
最
も
多
く
、
最
終
的

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
尊
重
す
る
形
で
「
岩
つ
つ

じ
」
と
「
も
み
じ
」
を
選
定
。
市
も
委
員
会
の

案
で
決
定
し
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

市
の
花
に
「
岩
つ
つ
じ
」

　
　
　
　
　

市
の
木
に
「
も
み
じ
」

岐阜経済大学と市など

地域連携協定を締結

下呂市の木「もみじ」（金山町・玉龍寺）

下呂市の花「岩つつじ」（中山七里）

花 推薦数

１  岩つつじ １５１

２
 さくら １３５

 ササユリ １３５

４  カタクリ 　６９

５  ドウダンツツジ 　５８

木 推薦数

１  もみじ １３２

２  ホオノキ １１７

３  山もみじ 　９７

４  さくら 　９６

５  ヒノキ 　９２

あなたが選ぶ「下呂市の花と木」
アンケート結果 ベスト５

　

産
学
官
で
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
、
下
呂
市

は
益
田
地
区
商
工
会
連
絡
協

議
会(

今
井
好
男
会
長)

と
下

呂
建
設
業
協
会(

金
子
文
一
理

事
長)

と
と
も
に
、
４
月
７
日

市
役
所
下
呂
庁
舎
で
、
岐
阜

経
済
大
学(

黒
川
博
学
長)

と

地
域
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

岐
阜
経
済
大
学
で
は
、
地

域
社
会
と
経
済
活
性
化
を
目

指
し
「
地
域
連
携
推
進
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
。
学
生
と

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
ま

ち
づ
く
り
活
動
や
調
査
研
究
、

連
携
事
業
な
ど
の
企
画
・
実

践
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
住

民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
市
な
ど
と

の
間
で
、
昨
年
７
月
か
ら
話

し
合
い
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
４
者
が
地
域

文
化
や
地
域
経
済
の
振
興
、

人
材
育
成
、
生
涯
学
習
な
ど

９
項
目
の
分
野
で
連
携
す
る

と
し
、
今
後
協
力
し
て
地
域

発
展
・
活
性
化
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。　

　
　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

地域連携協定の調印を結び握手する今井好男・益田地区商工会連絡協議会長、山田良司・
下呂市長、黒川博・岐阜経済大学長、金子文一・下呂建設業協会理事長 ( 写真左から )

※
岩
つ
つ
じ
（
正
式
名
称
サ
ツ
キ
）

※
も
み
じ
（
園
芸
種
を
含
め
た
カ
エ
デ
類
の
総
称
）
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市
内
15
の
小
学
校
で
、
４
月

６
日
、
一
斉
に
入
学
式
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
３
４
２
人
が
希

望
を
胸
に
各
学
校
の
校
門
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
入
学
者
数
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　　
　
【
市
教
委
・
学
校
教
育
課
】

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育

て
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
、

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
子
育

て
支
援
活
動
」
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
「
子
育
て
支
援
プ
チ
ガ

イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

で
き
た
ら
、
生
ま
れ
た
ら
な
ど

の
見
出
し
で
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
か
ら
発
育
段
階
に
あ
わ
せ

た
健
康
診
査
が
あ
る
こ
と
や
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
、
子
育
て
の
相
談
窓
口
や
児

童
館
、
保
育
園
の
一
覧
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
成
に
は
市
内
の
園
長
ら

が
携
わ
り
ま
し
た
。
各
保
育
園

の
園
児
を
通
じ
て
配
布
す
る
ほ

か
、
母
子
手
帳
交
付
時
や
乳
幼

児
健
診
時
に
配
布
し
ま
す
。
ま

た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児

童
館
な
ど
に
配
置
し
ま
す
。

〔
市
教
委
・
子
育
て
支
援
課
〕

子
育
て
支
援
プ
チ
ガ
イ
ド
を
作
成

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
３
４
２
人

「子育て支援
プチガイド」 緊張した表情で先生の話を聞く１年生 (小坂小学校で )

　市が平成 18 年度の完成を目指し、小坂町落
合に整備を進めている多目的グラウンドの名称
が、「御嶽パノラマグラウンド」に決まりました。
　名称は、昨年 12 月から１月にかけ、広報紙
を通じて市民に公募。32人から 46 件の応募が
あり、同グラウンドからは御嶽の大自然が一望
できるなどを理由とした小坂町長瀬の長瀬泉さ
ん（29歳）と同大洞の林利春さん（47歳）の「御
嶽パノラマグラウンド」が選ばれました。
同グラウンドは、県が進める「飛騨御嶽高原

高地トレーニングエリア構想」に基づく運動施
設で、濁河地区の標高 1,700 ｍ地点に、全天候
型400ｍトラック６レーンと、その外周に500 ｍ
のランニングコースが設けられます。同エリア
は北京五輪に向けた日本オリンピック委員会の
陸上競技の強化拠点施設に指定されています。
　　　　　　　　　【企画部・総合政策課】

御嶽パノラマグラウンドの完成イメージ図

学 校 名 入学人数

萩原小 ８７
宮田小 １３
尾崎小 ２２
小坂小 ２３
湯屋小 ６
下呂小 ７９
竹原小 ４１
上原小 ８
中原小 ８
金山小 １５
下原小 １７
菅田小 ０
東第一小 ８
総島小 ４
中切小 １１
市全体 ３４２

小坂の長瀬さんと林さん命名
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■人権擁護委員に住さん、河瀬さん、藤原さん

　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱

した民間の人たちです。現在市内には

9名の委員が配置され、住民の皆さん

からの人権相談を受けるなど、地域

の中で人権思想を広め、人権侵害が

起きないよう活動を行っています。

　このほど以下のとおり人権擁護委

員が交代となります。

○新任・再任 ( 任期は 3年 )

住　英明さん (小坂町小坂町 )4/1 再任

河瀬秀昭さん ( 萩原町萩原 )4/1 新任

藤原由美子さん (金山町岩瀬)6/1 新任

○退任 

小林茂明さん ( 萩原町萩原 )3/31 付

萼冨美子さん ( 金山町金山 )5/31 付

長きにわたり、ありがとうございま

した。     　　　　　【市民部・市民課】

■「ぎふ・ふるさとの水辺」に巌立峡

　小坂町の巌立峡が3月20日、「ぎふ・

ふるさとの水辺」( 県 ) の認定を受け

ました。指定期間は 3年。

　平成 17 年度より良好な環境の水辺

を認定し、県の水質保全のシンボル

として普及啓発するのが狙いで、28

カ所の水辺が今回認定されました。

　巌立峡は県の天然記念物に指定さ

れ、公園や休憩所なども整備され、

人々の憩いの場となっています。

     　　　　 【水道環境部・環境課】

■「ふるさとクリーン村」に認定 
　下呂市は 3 月 23 日、「ふるさと

クリーン村」の認定を受けました。

環境保全型農業や循環型農業を推進

する市町村を県が「ふるさとクリー

ン村」として認定しているものです。

市では今後、循環型農林業の確立を

図っていきます。   　　　 【農林部】

　市では４月１日付で職員人事異動を実施しました。内
訳は部長級 10人、課長級 44人など計 367 人で、退職者
(31 日付 ) は 35 人、新規採用者は 12 人です。昨年の４
月と比べると 26人減で総職員数は 790 人となります。
　また、市が抱える重要課題や合併時に調整できなかっ
た課題などを早期に解決するため、課長級の中から危機
管理特命、地産地消推進特命など「市長特命参事」を７
人配置しました。
　18年度の職員の配置については、別冊「下呂市職員配
置・事務分掌表」をご覧ください。

【退職】３５人　　　　　　　　　　　　　３月 31日付
▽田口孝志（総務部長） ▽岩佐眞澄（企画部長）▽栃井
忠（健康福祉環境部長）▽岩嶋和宏（農林振興部長）▽
桂川淳平（小坂振興事務所長）▽名和健一（金山振興事
務所長）▽野村健一（馬瀬振興事務所長 ）▽藤野秀男（金
山病院事務長）▽田口則夫（監査委員事務局長）▽中川
元宏（市民部小坂市民生活課長）▽ 細江英樹（総務部人

事課長）▽廣瀬宏欣（観光商工部観光施設長）▽小池政
道（健康福祉環境部環境施設長）▽中島知明（同かなや
まサニーランド施設長）▽高野英子（教育委員会子育て
支援課管理監）▽杉山節子（同子育て支援課金山保育園
管理監）▽小澤正人（消防本部南消防署長）▽今井俊平（同
通信指令課長）▽小畑和明（同北消防署長）▽細江義男（同
北消防署小坂分署主幹）▽二村登美夫（同中消防署主幹）
▽大屋美和子（教育委員会子育て支援課萩原中保育園主
幹兼園長）▽今井文恵（総務部総務課長補佐）▽遠藤昌
晴（健康福祉環境部環境施設課長補佐）▽大前眞一郎（農
林振興部農林振興課長補佐）▽池戸充子（教育委員会子
育て支援課金山保育園課長補佐）▽小林和美（健康福祉
環境部健康課技術主査）▽桂川里美（同健康課技術主査）
▽田村大宗（金山病院外科医師）▽中村友美（同看護師）
▽曽我勝美（下呂振興事務所下呂管理課主任主査）▽長
尾正司（教育委員会金山教育室主査）▽梅枝郁代（同竹
原中学校主任校務員）▽飯田豊子（同尾崎小学校主任校
務員）▽見座弘子（同小坂小学校主任校務員）　　〔敬称略〕

昨年より２６人減　下呂市職員数７９０人
退職３５人　新採は１２人

「ふるさと見っけ！ 温
あった

か 下呂市」
岐阜新聞・岐阜放送 ～ 下呂市臨時支局 ～ を開設

　□開設期間　　　５月１５日（月）～５月１９日（金）

　□特設スタジオ　下呂温泉神社周辺　

＜テレビ＞全国植樹祭直前の５日間、岐阜新聞・岐阜放送と協力して、同社の「臨

時支局」を市内に開設。下呂温泉街の特設スタジオから、昼夕の情報番組「下呂市

スペシャル」を生放送します。下呂市の良さ、魅力を視聴者にたっぷりお届けします。

＜新　聞＞  朝夕刊に連日、下呂市の話題を掲載します。

＜ラジオ＞「今日もそう快 BUNBUN ラジオ」　第１部 10:00 ～ 11:50

　第２部 13:00 ～ 16:25 でも下呂市を紹介、市民も生出演します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※放送時間は予定。変更となる場合があります。

テレビ番組名 放送日・時間

ランチタイムニュース 5/15
～
5/19

11:30 ～ 11:40

らぶらぶワイドぎふ TODAY 17:25 ～ 18:10

WeeklyFile ぎふ 5/19 18:10 ～ 18:55

We きゃん 5/19 22:00 ～ 22:58

飛騨國テレビ 5/20 18:30 ～ 19:00

見てね！
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併支援事業をつぎのとおり実施しました。合 ●公平・公正・住みよい下呂市のために

市町村合併により平成17年度において、国および県から財政的な支援を受けた事業を紹介します。

　（各種支援額は、平成18年3月31日現在の見込み額です）

    ・公共施設耐震診断業務（２３箇所）（公共施設の格差是正）、合併に伴う下呂庁舎電気設備改修工事 

　・情報セキュリティポリシー統一、固定資産税土地評価システム統一、福祉総合システム追加事業 

　・老人等緊急通報装置統一、一般廃棄物処理計画策定業務

　・農地情報システム統一、道路台帳管理システム統一、消防団員訓練服の統一 　

　・教育格差是正のための金山、下原小学校耐震診断業務 

　・教育格差是正のための東第１小学校校舎屋根改修工事

　・教育格差是正のための小中学校洋式トイレ設置工事

    ・小川２号線道路改良事業、森１４号線道路改良事業 

　・まちづくり交付金事業（少ヶ野街路整備）、（しらさぎ緑地公園整備）、（高質空間形成施設整備）、  

　　    　　　　　（地域交流センター建設）、（南飛騨総合健康アリーナ建設）

　・萩原南保育園整備事業、金山市民会館周辺公共施設整備事業、障がい者福祉施設整備事業、防災行政無線整備事業

    ・電算システムの統一事業、防災行政無線統合事業　

電源立地地域対策交付金で整備しました

◇国土交通省関係事業
　事業額５，０５７万円　交付額４，４６０万円
　・市道小坂町大垣内線側溝修繕工事
　・市道桜町桜洞線側溝修繕工事
　・市道幸田２・４・９・１０号線舗装修繕工事
　・市道宮地３６号線側溝修繕工事
　・市道中宮前洞線側溝修繕工事

◇農林水産省関係事業
　事業額８３５万円　交付額８３５万円
　・林道新田線落石防護施設工事
◇その他関係事業
　事業額４，１０４万円　交付額３，９２０万円
　・萩原消防ポンプ自動車購入事業
　・馬瀬小型動力ポンプ積載車購入事業
　・金山防災広報車購入事業
　・金山第２分団第２部消防詰所新築工事

　平成 17年度の電源立地地域対策交付金を受けて、つぎの事業を実施しました。

事業総額　９，９９６万円　　交付総額　９，２１５万円

金山方面隊第２分団
第２部消防詰所

幸田２号線カラー舗装

◇合併市町村補助金（国） 
　合併した市町村が市町村建設計画（本市の場合の「新市まちづくり計画『煌

きらめき

』」）に基づいて行う、合
併により付加的に必要となる事業に対して補助されるもで、下呂市の場合は２年間で最高５億１千万円
まで受けることができます。
　平成17年度合併市町村補助金　　総額２億５，１４０万円

◇合併特例債（国）
　「新市まちづくり計画『煌』」に基づき、まちづくりのための公共的施設の整備などに対して発行する
ことができる地方債（借入金）です。事業費のおおむね95％を借りることができ、その元利償還金（借
入金の返済費用）の70％が地方交付税で措置される地方債です。下呂市では、平成26年までに約206億
円の事業費を対象として、約196億円まで発行することができますが市の負担もともないます。 
　平成17年度合併特例債  　総額１１億２，５５０万円 

◇県合併支援交付金（県）
　合併した市町村が市町村建設計画（本市の場合の前述の『煌』）に基づいて行う、自主・自立の新し
いまちづくりに対して支援されます。広域的・効率的行政サービスを行うための事業、行政格差是正の
ための事業などに必要な経費が交付されるもので、本市の場合は５年間で８億円までの交付を受けるこ
とができます。
　平成17年度県合併支援交付金    総額１億７，９５７万円 
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きれいなハーモニーを披露した「なちゅらる」の皆さん

　萩原町四美、尾崎の桜の名所を巡るウォー

キングが４月17日行われ、市民や県外の方

など約80人が咲き始めた桜を楽しみました。

交通ルール守りまーす

交安協役員からワッペンを渡される園児交安協役員からワッペンを渡される園児

　市役所下呂庁舎前で４月12日夜、「まちかど

コンサート」が開かれました。

　市民ら約 100 人が満開となった桜を見なが

ら、大正琴の演奏やアカペラコーラスの歌を楽

しみました。コンサートはふるさと音楽会実行

委員会の主催で６月 14日にも開かれます。

　全国植樹祭と地元木材産業を盛り上げよう

と、4月12日、乗政の下呂総合木材市場で「特

別記念市」が開催されました。式典では、下

呂総合木材市売協同組合の杉山永喜理事長が、

「消費者に優先的に岐阜県材を使用して頂き

たい」と出席者にＰＲ。市ではヒノキやスギ

など約970本が出品され、約2,500万円の売り

上げがありました。

植樹祭を記念し木材市

記念市に寄せられた材木を審査する参加者

　小坂、湯屋の両保育園で 4月 5日、入園式に引き

続いて交通安全を推進する《ぞうさんクラブ》の結成

式が行われました。下呂警察署のお巡りさんと結んだ、

「道路で遊びません」などの約束を忘れないよう、お

巡りさんや下呂地区交通安全協会小坂支部の役員から、

園児たちの袖にワッペンを付けてもらいました。

夜桜バックに
　　まちかどコンサート

桜を巡り春を満喫桜を巡り春を満喫

四美、松井孝勇さんのしだれ桜の下を歩く参加者
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ほっトピックス

会員によって、一本一本丁寧に
作業が進められました

会員に提案するＮＰＯ
「サン・はぎわら」の
松山則樹理事長
（写真右から２人目）

　益田川をきれいに、自然を通して子どもたち

の健全育成を願いＮＰＯ法人化を目指す「川を

きれいに」の設立総会が４月２日、星雲会館で

行われました。

　また、さきにＮＰＯの認可を受けた「サン・

はぎわら」が３月末に臨時総会を開き、閉鎖に

なっている交流サロン「街角サロン」の再開に

むけた取り組みと、保育事業について検討して

いくことが確認されました。

　柯
えが ら

柄八幡神社の春の例祭が４月16日、

金山町金山で行われました。

　中宮みこし連、妙見連、町方組、愛
あたご

宕

連の４地域のみこし、子どもみこしが、

元気な太鼓の音にあわせ「オイサ、オ

イサ」と勇ましく何度も商店街を練り

歩きました。神社の境内でも盛大にみ

こしの奉納が行われました。

「我がまちのために」

  ＮＰＯの息吹き 活発に

みこし勇壮にみこし勇壮に
商店街を練り歩く商店街を練り歩く

　５月21日の全国植樹祭の開催に向け、４月６日、

下呂市シルバー人材センター馬瀬支所により、馬瀬

地内に植樹祭ののぼりを立てるための紅白のポール

が設置されました。同所のメンバー約40人により、

振興事務所前など馬瀬地内各地に100本余りののぼ

りが立てられ、地元でのＰＲに一役買っています。

特製ポールで植樹祭ＰＲ

「川をきれいに」設立
総会であいさつする
大塚正義会長（写真右）

威勢よくみこしを担ぐ若者たち
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

５月の絵本の読み聞かせ

５月13日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

５月27日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

５月27日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

◆ひなた　　　　　            吉田修一

◆ふふふ　　　　　    　  井上ひさし

◆脳内汚染　　　         　   岡田尊司

◆日々の泡　　　      　      宮崎誉子

◆沖で待つ　 　　      　      絲山秋子

◆ Presents　       　            角田光代

◆超バカの壁           　       養老孟司

◆砂漠の薔薇                     新堂冬樹

◆かもめ食堂　                      群ようこ

◆包帯クラブ                              天童荒太

◆食品の裏側                     安部   司

◆千手観音の謎                  平岩弓枝

◆春朗合わせ鏡　　             高橋克彦

◆エンド・ゲーム               恩田   陸

◆すべての愛の１％　         前川麻子

◆ペダルの向こうへ   　 　  池永   陽

◆小泉政治全面批判            森田   実  

◆夢顔さんによろしく         西木正明

◆不登校という生き方         奥地圭子

◆妻に先立たれる前に      志茂田景樹

◆シャーマンが歌う夜         中上　紀

◆もったいないじいさん     今井美沙子

◆一生懸命って素敵なこと 　林   文子

◆女教皇ヨハンナ㊤㊦   　ドナ・W・クロス

◆アコギなのかリッパなのか 　畠中　恵

◆センチメンタルサバイバル   平安寿子

◆意味がなければスイングはない   村上春樹

◆八十四歳。英語、イギリスひとり旅　清川　妙

◆善人は、なぜまわりの人を不幸にするのか 曽野綾子

◆「食育」実録記　きゅうりの声を聞いてごらん  森久美子

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月
の
一冊
『トンちゃんって
　　　　　そういうネコ』
　　　　　　　　　MAYA　MAXX著

　初めの書き出しから、ど～んとト
ンちゃんのでっかい顔、体、しっぽ。
だけど足がひとつない。“トンちゃ
ん”には、致命的な欠陥があるけれど、
そんなことは気にしていないし、自
分ってそうなんだと思っている。な
いもののことより、今あるものにま
んぞくまんぞく。淡々とした文章と
迫力のある絵。絶版になっていたが、
大反響により重版決定。

 

「
電
気
配
線
か
ら
火
災
」

 あなたの家は
       　大丈夫ですか？

　

も
う
１
件
は
、
一
般
家
庭
の
電
気
こ
た
つ
の
電
気
コ
ー

ド
か
ら
出
火
し
、
掛
け
布
団
と
こ
た
つ
の
一
部
を
焼
損
し

ま
し
た
。
絶
縁
被
覆
が
劣
化
し
て
い
た
電
気
コ
ー
ド
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
火
災
も
関
係
者
が
近
く
に
い
た
た
め
大
事
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
事
案
の
よ
う
に
電
線

の
結
線
方
法
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
古
く
な
っ
た
り
劣

化
し
た
電
気
コ
ー
ド
や
配
線
を
使
用
し
て
い
る
と
、
火
災

の
発
生
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

電
化
製
品
や
電
気
配
線
な
ど
を
安
易
な
気
持
ち
で
修
理

し
な
い
よ
う
、
電
気
店
や
専
門
業
者
等
に
修
理
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
電
気
コ
ー
ド
等
は
定
期
的
に
点
検
し
安

全
な
状
態
で
使
用
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

  

先
日
、
電
気
配
線
等
の
不
備
を
原
因
と
す
る
火
災
が
２

件
あ
り
ま
し
た
。

  

１
件
は
農
業
施
設
で
発
生
し
ま
し
た
が
、
数
年
前
に
自

分
で
電
線
を
結
線
し
た
方
法
が
、
不
十
分
な
ま
ま
で
長
時

間
経
過
し
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　

結
線
部
分
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
が
劣
化
し
、
結
線
部
分

が
緩
ん
だ
と
こ
ろ
へ
電
流
を
流
し
た
た
め
に
、
火
花
が
発

生
し
、
火
災
に
な
り
ま
し
た
。

火元となった結線部分

焼けたビニルハウスの内部
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人

  日本三百名山　

    「川　上　岳」

この

　深田久弥は、著書「百名山」の中で御嶽山について「一

個の山としてこれだけ図体の大きい存在も稀である。～省略

～遠望で裾野まで見ることは出来ない。前山の上に浮いた

上半身である。それがいっそうこの山を神々しく見せるので

あろう」と、記しています。しかし、川上岳から眺めるそれ

は、天高くそびえ、空に浮いて裾野も長く延び、直線距離で

32.5 ㎞程ありますが遮るものはなく、孤高を保ち悠然とそ

びえています。頂は、右側から継母岳、一ノ池西縁（下呂市

最高地点）、摩利支天山、継子岳です。

　川上岳は、360 度の展望を誇り、登山道にはブナなどの原

生林が残り、山頂一帯はドウダンツツジが多く、市内の山と

しては唯一日本三百名山に選ばれ、たくさんの方々に登られ

ています。御嶽の左側に乗鞍岳、さらに穂高岳、槍ヶ岳、笠

ヶ岳が続き剣岳も見えます。西方に白山、南西に伊吹山とす

べての山々が雪に覆われ（冬から春）地球が丸いのが実感で

きるような荘厳な光景が広がっています。

　川上岳は、国道 257 号線を北上すると馬瀬黒石で前方に

見ることができます。登山道はいくつかありますが、萩原町

山之口からが一般的で、道は「山茶会」の方々によって良く

整備されています。このシリーズ最後に雲一つない御嶽の写

真を撮ることができました。御嶽に感謝します。ありがとう。

白銀に輝く御嶽よ。　      　　　　　( 写真・文　酒井ミユキ )

川上岳より  (3/25)

最終回

標高1,625.9m程

　

四
美
区
は
、
県
と
下
呂
市
な
ど

が
進
め
る
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養

地
の
中
核
地
と
し
て
、
県
施
設
の

南
飛
騨
け
ん
こ
う
道
場
や
飛
騨
川

温
泉
し
み
ず
の
湯
が
建
設
さ
れ
、

こ
こ
十
年
で
大
き
く
変
わ
り
、
美

し
い
里
山
と
整
備
さ
れ
た
田
園
風

景
が
よ
り
魅
力
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下

開
か
れ
る
全
国
植
樹
祭
に
は
、
全

国
か
ら
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
が
「
下
呂
は
、
四
美

は
、
い
い
と
こ
ろ
や
」
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
と
語
る
四

美
区
長
の
熊
崎
栄
一
さ
ん
。

　

４
月
に
入
り
、
日
に
日
に
変
わ

る
植
樹
祭
式
典
会
場
周
辺
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
開
催
を
実
感
す

る
と
い
い
ま
す
。

　

保
養
地
事
業
に
や
む
な
く
先
祖

伝
来
の
土
地
を
手
放
し
た
人
も
多

い
四
美
地
区
。
今
回
の
植
樹
祭
は
、

そ
う
い
っ
た
方
た
ち
に
と
っ
て
も

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

四
美
区
で
は
、
区
や
老
人
会
の

ほ
か
、
四
美
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

を
立
ち
上
げ
、
会
場
と
な
る
森
の

下
刈
り
や
枝
打
ち
作
業
に
協
力
。

４
月
下
旬
に
は
、
区
内
４
箇
所
で

花
壇
づ
く
り
を
行
い
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
区
民
総
参
加

で
道
路
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

熊
崎
さ
ん
は
、「
こ
の
四
美
の

地
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
と
て
も
光

栄
で
す
。
こ
の
地
を
築
き
、
荒
廃

さ
せ
ず
に
守
っ
て
く
れ
た
先
人
た

ち
に
、改
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

熊
崎
さ
ん
の
口
か
ら
は
、
四
美

有
史
以
来
の
大
き
な
出
来
事
、
最

初
で
最
後
、
幸
せ
の
至
り
と
感
謝

の
言
葉
が
続
き
ま
す
。
植
樹
祭
当

日
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
終
っ

て
く
れ
た
ら
と
主
催
者
と
変
わ
ら

ぬ
気
持
ち
で
、
植
樹
祭
の
成
功
を

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

区
民
こ
ぞ
っ
て
、
心
か
ら
歓
迎
し
た
い

式典会場周辺の枝打ち作業を行うボランティアの方たち

 萩原町四美区長

  熊崎    栄一さん（64 歳・萩原町四美）
　第 57 回全国植樹祭の開催が今月 21 日に迫った、

メイン会場地の萩原町四美区の熊崎栄一区長を訪ね

ました。（写真：全国植樹祭式典会場を背景に）



若
者
定
住
促
進
事
業

　

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
し

た
方
を
対
象
に
、
家
賃
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
で
す
。
①
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
就
職
者
で
、
市
内
に
住
民

登
録
を
し
た
方
②
借
家
な
ど
を
借

り
、
家
賃
を
支
払
う
方
③
就
職
を

し
た
日
の
年
齢
が
35
歳
未
満
の
方

④
借
家
な
ど
の
契
約
が
平
成
17
年

４
月
１
日
以
降
で
あ
る
事
⑤
公
務

員
で
な
い
方
。

補
助
率
・
額　

支
払
っ
た
家
賃
等

（
月
額
）
の
３
分
の
１
以
内
の
額

で
、
上
限
１
万
円
／
月

補
助
対
象
期
間　

最
長
36
か
月

問
合
先　

観
光
商
工
部
・
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
５
２
）

要
介
護
者
、
心
身
障
が
い
者

向
け
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　

４
月
か
ら
市
内
の
社
会
福
祉
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
で
き
な
い
障
が
い
者

や
高
齢
者
（
要
介
護
者
）
ら
の
外

出
を
支
援
す
る
福
祉
車
両
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　

中
部
運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局
長

か
ら
福
祉
有
償
運
送
事
業
の
許
可

を
受
け
た
も
の
で　

障
が
い
者
や

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
送
迎
の

手
段
が
広
が
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
の
登
録
や
料
金
な

ど
は
、
各
団
体
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
車
両
送
迎
サ
ー
ビ
ス
実
施
団
体

▽
下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

52
・
３
７
７
３
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ケ

ア
パ
レ
ッ
ト
☎
52
・
３
３
４
４
▽

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

シ
ル
バ
ー
移
動
サ
ー
ビ
ス
☎

54
・
１
５
０
０
（
順
不
同
）

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
に

　

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、

こ
れ
ま
で
の
小
学
校
３
年
生
ま
で

か
ら
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、
併
せ
て
、
所
得
制
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
児
童
が

い
る
保
護
者
の
皆
様
は
手
続
き
が

必
要
と
な
り
、
後
日
市
か
ら
通
知

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

は
、
新
た
に
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
部
・
市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
４
）
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■今月の市税■

☆ 固定資産税
     …………第１期分

☆ 国民健康保険税
     …………５ 月 分

●納期限は、５月31日（水）です。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

　

下呂温泉病院からのお知らせ
　下呂温泉病院では、今年１月から電子カルテシステム

を稼動しました。稼動当初は大変ご迷惑をおかけしまし

たが、現佐は軌道に乗り、皆様にもよりよいサービスの

提供が図れるよう努めています。

○初診に係る特定療養料の改定について

　平成１８年４月１日から、初診に係る特定療養料が下

記のとおり改訂されました。

　改定前　１，１６０円　→　改訂後　１，３９０円

○肺がん検診をはじめました

　４月からＣＴ肺がん検診を始めました。悪性新生物の

死因内訳で「肺がん」は１位になっています。ＣＴ検査

では従来の胸部Ｘ線検査では見つからなかった小さなが

んも発見できます。

　一度、検診を受けてみませんか。詳細は東西医学ヘル

スドックまでお問い合わせください。

　☎２５・５５５６（午前９時～午後３時）

～ 平成１８年度外来診療 ～
　外来受付：午前８時３０分～午前１１時

　面会時間：午後２時～午後８時

　土・日・祝日休診　※急患はこのかぎりではありません。

月 火 水 木 金

内科、東洋医学科、小児科、

外科、整形外科、脳神経外科、

皮膚科、泌尿器科、産婦人科、

眼科、リハビリ科、歯科口腔

外科

○ ○ ○ ○ ○

女性外来 － ○ － － －

麻酔科 ○ － ○ － ○

耳鼻咽喉科 － ○ ○ － ○

※耳鼻咽喉科は午前１０時３０分からの診察となります。

岐阜県立下呂温泉病院　☎２５・２８２０（代）
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自
動
車
税
は
、

５
月
31
日
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

飛
騨
県
税
事
務
所
で
は
、
５
月

28
日(

日)

８
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
ま
で
、
県
税
の
納
付
受
付
を

行
い
ま
す
。ま
た
同
日
に
、バ
ロ
ー

萩
原
店
と
バ
ロ
ー
高
山
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ピ
タ
飛
騨
高

山
店
内
で
、
臨
時
の
納
税
出
張
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

受
付
時
間　

バ
ロ
ー
萩
原
店
10
時

か
ら
16
時
ま
で
／
バ
ロ
ー
高
山

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
ア
ピ

タ
飛
騨
高
山
店
は
17
時
ま
で
。

問
合
先　

飛
騨
県
税
事
務
所

☎
０
５
７
７
・
３
３
・
１
１
１
１

権
限
委
譲
を
進
め
て
い
ま
す

　

市
消
防
本
部
で
は
、
県
か
ら
の

権
限
委
譲
を
受
け
、
平
成
18
年
度

か
ら
火
薬
類
取
締
法
（
火
薬
類
の

譲
渡
、
譲
受
の
許
可
等
）、
高
圧

ガ
ス
保
安
法
（
貯
蔵
所
設
置
の
許

可
等
）
に
係
る
届
け
出
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
液
化
石
油

ガ
ス
の
保
安
の
確
保
お
よ
び
取
引

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
係
る

届
け
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

文
化
財
の
盗
難
に
ご
注
意

　

全
国
的
に
文
化
財
の
盗
難
事
件

が
多
発
し
て
お
り
、
県
内
で
も
収

蔵
庫
や
保
管
庫
か
ら
の
盗
難
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

施
錠
の
強
化
や
定
期
的
な
収
容

物
の
確
認
な
ど
、
防
犯
の
強
化
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

〔
市
教
委
・
社
会
教
育
課
〕

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

　

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く

れ
な
い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
。
そ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
先　

検
察
審
査
会
事
務
局

高
山
☎
０
５
７
７
・
３
２
・
１
１
４
０

岐
阜
☎
０
５
８
・
２
６
２
・
５
１
２
１

労
働
保
険
料
の
申
告
と
納
付

　

労
働
保
険
の
平
成
17
年
度
確
定

保
険
料
と
平
成
18
年
度
概
算
保
険

料
の
申
告
・
納
付
手
続
き
は
、
５

月
22
日
が
期
限
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
岐
阜
労
働
局

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
８
・
２
４
５
・
８
１
１
５

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　

４
月
に
各
地
域
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
未
登

録
・
未
接
種
の
方
を
対
象
に
、
再

度
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

６
月
７
日
（
水
）

◆
料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

注
射
料
金　
　
　

３
０
７
０
円

登
録
手
数
料(
未
登
録
の
場
合)

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

　

今
回
の
日
程
で
も
、
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
れ
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
な
ど
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　
　

健
康
福
祉
部
健
康
課

　
　
　
　
　
　

☎
52
・
３
９
３
６

会　場 受 付 時 間

 ◇小坂地域：健康ふれあいセンター前 ９：１０ ～ ９：３０

 ◇萩原地域：星雲会館駐車場 １０：００ ～ １０：２０

 ◇馬瀬地域：馬瀬振興事務所前 １０：４０ ～ １１：００

 ◇下呂地域：下呂市民会館駐車場 １１：３０ ～ １１：５０

 ◇金山地域：金山健康館駐車場　 １３：４０ ～ １４：００

　「行政相談」とは、国の行政機関やＮＴＴなどの特殊法

人の仕事について、皆さんの苦情や要望をお聞きし、そ

の解決の促進を図る制度です。

例えば、次のような内容の相談です。

　◆どこの行政機関へ相談してよいか分からない。

　◆支給されるはずの年金などが支給されないので困っている。

　◆国道の街灯などの設備が破損しているので修復して欲しい。

　◆国の窓口の職員の対応が横柄なので嫌な思いをした。

　皆さんからのご相談は、総務大臣が委嘱した民間ボラ

ンティア“行政相談委員”が受付いたします。

　５月22日（月）～ 28日（日）の一週間は「春の行政相

談週間」です。各行政相談委員が次のとおり行政相談所

を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　相談は無料で、秘密は固く守ります。

◇ ◇　行政相談所　◇ ◇

【萩原地区】
と　き：５月16日（火）午後１時～４時
ところ：星雲会館　１階 相談室　
相談員：二村誠治さん

【小坂地区】
と　き：５月９日（火）午後１時～４時
ところ：健康ふれあいセンター　４階 心配ごと相談室
相談員：石丸力男さん

【下呂地区】
と　き：５月15日（月）午後１時～午後４時
ところ：下呂福祉会館　２階 相談室
相談員：中川喜介さん

総務省岐阜行政評価事務所「行政苦情１１０番」

(☎０５７０・０９０１１０）では、いつでも相談に応じています。

～ 行政相談のお知らせ ～
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芝
居
・
コ
ン
サ
ー
ト
・ 

 

映
画

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

５
月
公
演
「
見
海
堂
駿
一
座
」
５
月
30

日
ま
で
。
10
時
と
14
時
の
１
日
２
回
公

演
。
問

☎
25
・
２
２
３
９

　

◇
鳳
凰
座
歌
舞
伎　

５
月
３
日
、
４

日
御
厩
野
の
鳳
凰
座
で
。
両
日
と
も
13

時
か
ら
20
時
30
分
ま
で
。
入
場
無
料
。

問

下
呂
教
育
室
☎
25
・
２
２
５
２

　

◇
い
き
い
き
コ
ン
サ
ー
ト　

５
月
７

日
13
時
か
ら
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
。

同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
音
楽
団
体
な

ど
の
発
表
会
。
入
場
無
料
。
問

金
山
教

育
室
☎
32
・
３
８
９
３

　

◇
観
光
会
館
あ
り
が
と
う
・
感
謝
を

込
め
て
さ
よ
な
ら
映
画
会　

「
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
と
炎
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
」 

５
月

７
日
13
時
、
15
時
45
分
、
19
時
の
３
回

上
映
。
入
場
無
料
。
下
呂
文
化
協
会
主

催
問

☎
25
・
２
２
５
２
（
下
呂
教
育
室
）

　

◇
人
形
劇
鑑
賞
会
「
雨
ふ
ら
ん
で

ケ
ロ
・
た
べ
た
い
な
ぁ
〜
」　

５
月

27
日
10
時
30
分
か
ら
下
呂
市
民
会

館
で
。
人
形
劇
団
夢
知
遊
座
に
よ

る
公
演
。
会
員
対
象
で
す
が
当
日

入
会
可
（
年
少
児
以
上
１
人
１
月

８
０
０
円
）。
問

益
田
子
ど
も
劇
場
☎

０
９
０
・
７
３
１
７
・
０
３
８
３（
熊
崎 

）

　

◇
第
２
回
下
呂
市
芸
能
祭
・
音
楽
部

門　

５
月
28
日
下
呂
観
光
会
館
で
13
時

30
分
開
演
。
入
場
無
料
。
名
古
屋
音
楽

大
学
や
名
古
屋
芸
術
大
学
の
協
力
を
得

て
、
市
内
出
身
の
同
大
学
生
や
邦
楽
グ

ル
ー
プ
響
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
現
代
邦
楽

や
箏
曲
な
ど
を
披
露
。
可
児
交
響
楽
団

が
友
好
公
演
す
る
。
下
呂
市
芸
術
協
会

主
催
。
下
呂
国
際
音
楽
同
好
会
・
岐
阜

県
飛
騨
美
濃
三
曲
会
な
ど
の
後
援
。
問

☎
25
・
３
７
３
１
（
安
江
）

 

催
し

　

◇
第
57
回
下
呂
市
み
ど
り
の
祭
り　

５
月
28
日
９
時
〜
15
時
ま
で
。
萩
原
町

四
美
の
全
国
植
樹
祭
会
場
で
。
問

同
実

行
委
員
会
（
植
樹
祭
推
進
室 

）
☎
52
・

２
０
０
０

　

◇
第
25
回
飛
騨
小
坂
「
春
の
ア
マ
ゴ

釣
り
大
会
」　

５
月
28
日
６
時
か
ら
大

洞
川
（
小
坂
町
湯
屋
地
内)
で
。
受
付

は
４
時
30
分
か
ら
シ
ャ
ラ
の
森
駐
車
場

で
。
当
日
参
加
可
。
参
加
費
４
０
０
０

円
。
問

飛
騨
小
坂
観
光
協
会
☎
62
・

２
１
７
６

　

◇
Ｊ
Ｒ
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

６
月
10
日
８
時
30
分
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
下
呂

駅
ス
タ
ー
ト
。
下
呂
温
泉
街
を
歩
い
て

同
駅
ゴ
ー
ル
。
距
離
約
８
・
９
㌔
。
当

日
受
け
付
け
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
。

無
料
。
問

同
駅
＝
☎
25
・
２
０
４
４

 

募
集

◇
椀
み
こ
し
担
ぎ
手　

下
呂
温
泉
ま

つ
り
初
日(

８
月
１
日)

の
龍
神
火

ま
つ
り
で
「
椀
み
こ
し
」
を
担
ぎ

ま
せ
ん
か
！
対
象
者
は
昭
和
40
年
４

月
か
ら
昭
和
41
年
３
月
生
ま
れ
の
方

で
す
。
詳
し
く
は
、
巳
午
会
・
椀

み
こ
し
実
行
委
員
会
（
今
井
寿
行
☎

０
９
０
・
７
３
１
７
・
７
０
６
３
）
ま
で
。

　　

　「かたつむり」は、医療機関などで「自閉症」や「ア

スペルガー症候群」などの発達障がいと診断されたお

子さんの保護者交流会です。

　平成 17 年度から保護者同士の情報交換や専門の方

などを招いて学習会を開いています。

　ひとりで悩まないで、どうぞご参加ください。

お問い合わせは

　□飛騨保健所下呂センター

　　☎５２・３１１１（内線３５５）加留、桂川まで

　□市教委・子育て支援課

　　☎５２・２９００（内線５２３）細江まで

平成 18 年度　発達障がい児等の保護者交流会　

「 か た つ む り 」

月／日 曜日 会　場

 　５月　９日 （火） 下呂市民会館・２階学習室

　 ７月１１日 （火） 星雲会館・４階 悠々ホール

 　９月１２日 （火） 下呂市民会館・２階 学習室

 １１月１４日 （火） 星雲会館・４階 悠々ホール

　 １月　９日 （火） 下呂市民会館・２階 学習室

 　３月１３日 （火） 星雲会館・４階 悠々ホール

※時間は、午後１時から３時まで。

◇「かたつむり」の開催日と会場

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
や
年
２
回
程
度
の
会

議
に
出
席
し
て
広
報
紙
な
ど
に
つ

い
て
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
の
特
集
な
ど

へ
の
参
画
や
地
域
情
報
の
提
供
な

ど
を
可
能
な
範
囲
で
お
願
い
す
る

事
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度　

委
嘱
期
間　

１
年
（
６
月
か
ら
）

申
込　

電
話
で
秘
書
広
報
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

秘
書
広
報
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
２
６
１
） 

　
　
　
住
民
票
な
ど
の

時
間
外
・
休
日
受
け
取
り

サ
ー
ビ
ス
実
施
中

　

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
、
税

な
ど
の
証
明
書
を
日
中
に
電
話
予

約
す
る
こ
と
で
時
間
外
や
休
日
な

ど
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
部
ま
で

☎
24
・
２
２
２
２

　
　
　

市
民
課
・
内
線
１
１
２

　
　
　

税
務
課
・
内
線
１
４
１

「かたつむり」は、かたって

つながってむりせずリラックスする場と

いう意味で名付けました。
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暮らしの情報あれこれ

金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

■
こ
ど
も
の
日
の
お
祭
り

５
月
８
日
（
月
） 

10
時
30
分
〜

　

背
く
ら
べ
を
し
た
り
、
工
作

を
し
た
り
、
男
の
子
も
女
の

子
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

　

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
子
育
て
中

の
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト   

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
亀
山
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

５
月
開
館
日

▼
29
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

音
楽
療
法
士
に
よ
る
「
音
で
遊
ぼ

う
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
手
遊

び
、
バ
ル
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。            

日にち 開館時間 会　　　　場

10日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

24日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

26日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

29日(月) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

 (子育て支援課☎５２・２９００)

市民サロン　市民サロン　(市長に会える日)
全国植樹祭や市議会の開催などのため、

５月と６月の市民サロンはお休みします。

市営住宅入居者募集
　住吉住宅３号〔下呂市少ヶ野313番地1〕

　昭和48年度建設　簡易耐火構造2階建　２Ｋ

　住宅使用料　10,500円～ 17,300円

　井尻団地３０５号〔金山町金山3175番地1〕

　平成7年度建設　中層耐火3階建　３ＤＫ

　住宅使用料　37,000円～ 60,000円

　池田団地３０１号〔金山町菅田桐洞3747番地〕

　平成11年度建設　中層耐火3階建　３ＤＫ

　住宅使用料　37,000円～ 60,000円

　惣島団地２号〔馬瀬惣島202番地1〕

　平成元年度建設　木造平屋建　３ＤＫ　

　住宅使用料　12,600円～ 20,900円

　◆入居資格　税金の滞納がない事、住宅に困っている事

　◆申込期限　５月２６日（金）

　◆問合先　　建設部建設課　☎５２・２０００

　　御嶽少年自然の家 イベント案内
小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上のグルー

プで参加できます。参加希望の方は、イベント名、郵便番号・

住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、はがき、ＦＡＸ、ま

たはＥメールでお申し込みください。

　～ 春の御嶽登山 ～　
　６月２日（金）16:00 集合 

   　～４日（日）10:00 解散 

日帰り登山パートⅠ。ガイド

　とともに残雪を踏みしめての

　飛騨頂上までの登山は、感動の連続。コバルトブルー

　の三の池を写真におさめよう。

申込期間：５月１日～１９日　　定員：先着８０名 

参加費　：４,５００円 (２泊５食)

〒509-3111　小坂町落合　｢岐阜県御嶽少年自然の家｣

　☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
　ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm

　毎月第３日曜日は
　　　『家庭の日』です
　  【下呂市教育委員会】

屋外広告物を
掲出されている皆さんへ

岐阜県屋外広告物条例により市内には、看板などの

屋外広告物を掲出する場合に、許可を得なければなら

ない区域や、看板の大きさや設置場所等の制限がなさ

れている区域があります。

対象区域で屋外広告物を掲出する場合は、必ず設置

許可申請の手続きをお願いします。また、著しく破損、

老朽化し倒壊または落下の恐れがある広告物などは、

速やかに撤去や修理をお願いします。

詳しくは、市建設部建設課（☎５２・２０００）まで

　職業生活設計セミナー　

「知って得する、退職に伴う諸手続きは・・・」
～退職前に知っておきたい、年金を柱にした各種社会保険の中身～

◇日　時　　５月１８日（木）　１３時～１５時３０分

◇場　所　　高山市民文化会館　４－４会議室

◇講　師　　社会保険労務士　齋藤博子 氏

◇定　員　　３０名（先着順）　

◇対象者　　45歳以上で在職者の方、定年間近の方（離

　　　　　　職者の方も可）、企業の人事・労務等担当者

◇申込・問合先　電話で下記まで　

　（社）岐阜県雇用開発協会　岐阜高齢期雇用就業支援コーナー

　☎ ０５８・２５１・８５５１

参加費　無料

　たばこ : どんな形や装いでも命取り
　5月31日から6月6日までは禁煙週間です。
喫煙は喫煙者ばかりでなく非喫煙者にも大きな影響を及ぼしています。

喫煙者の皆さんも、たばこと健康について考える機会として、禁煙に

チャレンジしてみてはいかがですか。
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「
健
康
第
一
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。

　

「
健
康
第
一
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。

何
を
す
る
に
も
健
康
で
な
く
て
は
で

何
を
す
る
に
も
健
康
で
な
く
て
は
で

き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
と
い

き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
当
然
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

え
る
で
し
ょ
う
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
み
て
も
、
世
代
を
超
え
て
最
も
多

を
み
て
も
、
世
代
を
超
え
て
最
も
多

い
願
望
は
、
や
は
り
「
健
康
」
で
す
。

い
願
望
は
、
や
は
り
「
健
康
」
で
す
。

い
か
に
健
康
で
長
生
き
す
る
か
が
最

い
か
に
健
康
で
長
生
き
す
る
か
が
最

大
の
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。

大
の
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
市
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
る

　

そ
の
市
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
る

最
も
重
要
な
施
設
が
、
や
は
り
病
院
・

最
も
重
要
な
施
設
が
、
や
は
り
病
院
・

診
療
所
・
医
院
な
ど
の
医
療
施
設
と

診
療
所
・
医
院
な
ど
の
医
療
施
設
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は

そ
う
い
っ
た
医
療
施
設
が
あ
る
か
ら

そ
う
い
っ
た
医
療
施
設
が
あ
る
か
ら

こ
そ
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の
で

こ
そ
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
の
で

す
。
す
。

　

し
か
し
病
院
と
い
え
ど
も
あ
る
種

　

し
か
し
病
院
と
い
え
ど
も
あ
る
種

の
企
業
で
す
。
経
営
が
う
ま
く
い
か

の
企
業
で
す
。
経
営
が
う
ま
く
い
か

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

点
を
十
分
認
識
し
て
、
私
た
ち
が
私

点
を
十
分
認
識
し
て
、
私
た
ち
が
私

た
ち
の
安
心
安
全
を
こ
れ
か
ら
も
確

た
ち
の
安
心
安
全
を
こ
れ
か
ら
も
確

保
し
て
い
く
た
め
に
、
市
内
に
あ
る

保
し
て
い
く
た
め
に
、
市
内
に
あ
る

医
療
施
設
を
応
援
す
る
こ
と
が
大

医
療
施
設
を
応
援
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
強
制
は
で
き
ま

切
だ
と
思
い
ま
す
。
強
制
は
で
き
ま

せ
ん
が
、け
が
や
病
気
に
な
っ
た
時
、

せ
ん
が
、け
が
や
病
気
に
な
っ
た
時
、

市
外
の
病
院
へ
行
く
よ
り
も
市
内
の

市
外
の
病
院
へ
行
く
よ
り
も
市
内
の

病
院
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診

病
院
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診

や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
は
な
お
さ
ら
そ

や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
は
な
お
さ
ら
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
病
院
の
経
営
を
安

う
で
す
。
そ
れ
が
病
院
の
経
営
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は

定
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は

自
分
た
ち
の
安
心
に
つ
な
が
る
の
で

自
分
た
ち
の
安
心
に
つ
な
が
る
の
で

す
。
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
休
日

　

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
休
日

診
療
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
下
呂
市

診
療
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
下
呂
市

で
は
、
休
日
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年

で
は
、
休
日
（
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
）
に
急
病
に
な
っ
た
場
合
、

末
年
始
）
に
急
病
に
な
っ
た
場
合
、

市
内
を
北
部
と
南
部
に
分
け
て
、
休

市
内
を
北
部
と
南
部
に
分
け
て
、
休

日
在
宅
医
が
そ
れ
ぞ
れ
の
医
院
等
で

日
在
宅
医
が
そ
れ
ぞ
れ
の
医
院
等
で

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
現
状
と
し
て
、
ど
ん
な
軽
い
症
状

が
現
状
と
し
て
、
ど
ん
な
軽
い
症
状

で
も
下
呂
温
泉
病
院
や
金
山
病
院
へ

で
も
下
呂
温
泉
病
院
や
金
山
病
院
へ

行
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

行
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
お
医
者

す
。
そ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
お
医
者

さ
ん
が
休
日
返
上
で
、
診
療
体
制
を

さ
ん
が
休
日
返
上
で
、
診
療
体
制
を

と
っ
て
い
て
も
、
患
者
さ
ん
が
来
な

と
っ
て
い
て
も
、
患
者
さ
ん
が
来
な

い
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

い
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
病
院
は
本
来
高
度
医
療
や
入
院
を

た
病
院
は
本
来
高
度
医
療
や
入
院
を

主
と
す
る
も
の
で
、
軽
い
症
状
で
休

主
と
す
る
も
の
で
、
軽
い
症
状
で
休

日
に
病
院
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
休
日

日
に
病
院
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
休
日

救
急
体
制
に
支
障
が
で
ま
す
。
つ
ま

救
急
体
制
に
支
障
が
で
ま
す
。
つ
ま

り
重
い
救
急
患
者
を
診
ら
れ
な
い
と

り
重
い
救
急
患
者
を
診
ら
れ
な
い
と

い
う
大
き
な
弊
害
が
で
て
き
ま
す
。

い
う
大
き
な
弊
害
が
で
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
休
日
診
療
と
い
う
も
の
に

　

こ
れ
は
休
日
診
療
と
い
う
も
の
に

対
す
る
情
報
・
認
識
不
足
に
よ
る

対
す
る
情
報
・
認
識
不
足
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
に
と
じ
込
み
の
「
健
康
だ
よ
り
」

紙
に
と
じ
込
み
の
「
健
康
だ
よ
り
」

(

赤
色
の
紙

赤
色
の
紙)

に
毎
月
記
載
さ
れ
て

に
毎
月
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
る

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
る

べ
く
抜
き
出
し
て
、
目
に
付
く
と
こ

べ
く
抜
き
出
し
て
、
目
に
付
く
と
こ

ろ
に
張
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ろ
に
張
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

下
呂
温
泉
病
院
は
、
飛
騨
地
域
唯

　

下
呂
温
泉
病
院
は
、
飛
騨
地
域
唯

一
の
県
立
病
院
で
あ
り
、
下
呂
市
の

一
の
県
立
病
院
で
あ
り
、
下
呂
市
の

医
療
体
系
に
お
い
て
核
と
な
る
病
院

医
療
体
系
に
お
い
て
核
と
な
る
病
院

で
す
。
周
辺
市
町
村
と
の
広
域
的
連

で
す
。
周
辺
市
町
村
と
の
広
域
的
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
立
病
院
や
診

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
立
病
院
や
診

療
所
、
市
内
の
医
療
機
関
を
含
め
た

療
所
、
市
内
の
医
療
機
関
を
含
め
た

市
の
総
合
的
医
療
体
系
の
構
築
を
図

市
の
総
合
的
医
療
体
系
の
構
築
を
図

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
県
に
対
し
、

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
県
に
対
し
、

早
期
の
移
転
新
築
を
要
請
し
て
い
き

早
期
の
移
転
新
築
を
要
請
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
温
泉
病
院
の
運

ま
す
。
ま
た
、
下
呂
温
泉
病
院
の
運

営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
市
や

営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
市
や

市
民
も
一
体
と
な
っ
て
応
援
し
て
い

市
民
も
一
体
と
な
っ
て
応
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

き
ま
し
ょ
う
。

花フェスタ記念公園

楽しさ満開！「世界一のバラ園 春まつり」
◆期　　間　４月２２日（土）～６月２５日（日）

　　　　　　期間中は無休

◆開園時間　午前９時～午後５時　

◆入園料　　大人800円　高校生500円　小中学生300円

　　　　　　※県内の高校生以下は入園料免除（無料）

◆問合先　  花フェスタ記念公園　☎0574・63・7373　

 ２００７大学・短大等卒業者採用企業合同説明会

日　時　６月１０日（土）　13時～ 16 時 30 分

場　所　岐阜市文化センター（岐阜市金町）

対象者　平成 19年３月大学、短大、高専、専修学校卒業予定者、

　　　　  平成 18 年３月卒業の未就職卒業者

主　催　厚生労働省岐阜労働局

　　　　岐阜学生職業相談室

　　　　（社）岐阜県雇用開発協会　
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ひなたぼっこ
　子育てのしやすい地域づくりへと平成16年１月、

金山保育園近くの旧教員住宅を利用して、子育て

支援施設「ひなたぼっこ」が誕生。

　子育て支援グループ「ひなたぼっこ」が、「親や

祖父母の交流、子どもたちが安心して遊べる場」

としてボランティアで運営する児童館のような施

設です。

　「あそぶ・まなぶ・つどう・人がつながるひなた

ぼっこ」の思いのもとに、お母さんたち９人が時

間をやりくりして、スタッフとして活躍しています。

　月曜日から金曜日の開館中の当番や身近な素材

を生かした工作、絵本の読み聞かせのほか、季節

感を大切に考えた行事を月１回開催。４月には、

近くの鎮守山へお花見散歩に出かけ、親子８人が

参加しました。開館日の11時30分ごろからは、絵

本の蔵書約300冊（うち100冊は県図書館から借

用）のなかから読み聞かせを行っています。

　訪れるお母さん方は、子育ての悩みなどを相談

しあい、子育てや地域への適応に悩む母親らの不

安解消の場となる一方、子どもたちとふれあいを

深める場にもなっています。

　代表の亀山直美さんは「スタッフに特別な知識

はありませんが、経験談などを話しています。皆、

多かれ少なかれ子育ての悩みを抱いた経験があ

り、この経験が《ひなたぼっこ》を支える源になっ

ています」と話しています。 初めて訪れた方でも、

気楽に過ごせるようスタッフが気配りしています。

気軽にのぞいてみてはいかがでしょうか。

【問合先　ほほえみ家族（亀山）☎090-2681-8290】

和やかな雰囲気のなか、絵本の読み和やかな雰囲気のなか、絵本の読み

聞かせを楽しむ親子聞かせを楽しむ親子

「あそぶ・まなぶ・つどう・人がつながる」

ひなたぼっこ
開館日：月曜日から金曜日
　　　　　（祝日を除く）　
　　　　午前１０時から正午

主に入園前の児とその保護
者で来館ください。
絵本の読み聞かせのほか、
月１回、行事を行っています。

ひなたぼっこを飛び出して地域の名ひなたぼっこを飛び出して地域の名

所を楽しむなど、企画もさまざま。所を楽しむなど、企画もさまざま。

ひなたぼっこスタッフの定例会議。ひなたぼっこスタッフの定例会議。

先月の催し、工作などを反省し、次先月の催し、工作などを反省し、次

回の企画に役立てます。回の企画に役立てます。

４月 12日に行われたお花見散歩。４月 12 日に行われたお花見散歩。

鎮守山を目指す親子。鎮守山を目指す親子。

子育て支援編


